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は
じ
め
に

　

備
前
岡
山
藩
初
代
藩
主
、
池
田
光
政
（
一
六
〇
九
～
一
六
八
二
）
は
、

学
問
を
志
す
こ
と
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
光
政
の
筆
に
な
る
作
品
は
少
な
か

ら
ず
遺
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
岡
山
県
の
林
原
美
術
館
に
蔵
せ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
中
に
「
古
筆
臨
模
聚
成
」
と
称
さ
れ
る
巻
物
（
全
四
巻
）
が
あ

る
。
光
政
が
目
に
し
た
古
筆
切
を
自
身
が
書
写
し
、
そ
れ
を
巻
物
四
巻
に

仕
立
て
た
作
品
で
あ
る
。
光
政
は
、
約
六
百
七
十
余
葉
の
古
筆
切
を
書
写

し
て
お
り
、
そ
れ
は
断
簡
だ
け
で
は
な
く
、
本
そ
の
も
の
を
書
写
し
て
い

る
場
合
も
あ
る
。

本
稿
で
は
こ
の
「
古
筆
臨
模
聚
成
」
の
う
ち
、『
貫
之
集
』
の
古
筆
切
、

藤
原
定
家
筆
貫
之
集
切
・
伝
藤
原
行
成
筆
貫
之
集
切
・
伝
寂
然
筆
村
雲
切

の
三
種
を
取
り
上
げ
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
る
。

「
古
筆
臨
模
聚
成
」
に
つ
い
て

　
「
古
筆
臨
模
聚
成
」《
書
籍448-1

～4

》
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
四
辻

氏
の
御
論
考（

１
（が

あ
る
。
氏
は
、伝
藤
原
公
任
筆
「
大
色
紙
」
取
り
上
げ
て
、

そ
の
構
成
に
つ
い
て
子
細
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
書
誌
的
事
項
は
、
四
辻

氏
の
御
論
考
に
詳
し
い
が
、
本
稿
で
は
、
氏
が
提
示
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
私
に
お
い
て
新
た
に
調
査
し
た
箇
所
も
含
め
、
改
め
て
確
認
す
る
。

印
籠
造
り
の
桐
箱
の
蓋
表
に
、「
甲
巻
第
一
八
號
」
と
蔵
札
が
あ
り
、「
光

政
様
御
筆　

同
御
筆　

内
筆
者
目
録
折
本
有
／
古
筆
写
巻
物　

四
巻
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。「
内
筆
者
目
録
折
本
有
」
と
あ
る
が
、
目
録
は
現
存
し

て
い
な
い
。
か
つ
て
は
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
箱
の
側
面
に
は
、

「
書
一
五
〇　

光
政
公　

四
巻　

古
筆
写　

甲
巻
準
18
」
と
蓋
表
と
同
様

池
田
光
政
筆
「
古
筆
臨
模
聚
成
」
に
お
け
る
『
貫
之
集
』
古
筆
切
三
種

 

北
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の
蔵
札
が
見
ら
れ
る
。
各
巻
の
表
紙
は
、
萌
黄
色
の
具
引
紙
に
、
金
銀
砂

子
、
切
箔
、
野
毛
、
流
水
、
松
、
蓮
、
草
花
な
ど
が
金
銀
泥
で
描
か
れ
、

見
返
し
は
、
鳥
の
子
紙
に
金
銀
砂
子
、
切
箔
、
野
毛
、
月
、
青
海
波
を
描

く
。
表
紙
・
見
返
し
に
描
か
れ
る
題
材
は
、
巻
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
。
本
文
の
料
紙
は
楮
紙
、
天
地
に
薄
藍
色
の
罫
各
一
条
を
引
き
、
界

高
は
約
二
十
セ
ン
チ
。
各
巻
の
大
き
さ
は
、
縦
二
五
・
四
セ
ン
チ
。
界
高

が
約
二
十
セ
ン
チ
な
の
で
、
天
地
に
は
各
々
数
セ
ン
チ
の
余
白
が
あ
り
、

天
の
余
白
部
分
に
古
筆
切
の
伝
称
筆
者
を
記
し
て
い
る
。
全
長
は
、《
書

籍448-1

》
が
二
七
八
四
・
五
セ
ン
チ
、《
書
籍448-2

》
が
三
三
三
七
・
三

セ
ン
チ
、《
書
籍448-3

》
が
二
五
五
九
・
八
セ
ン
チ
、《
書
籍448-4

》
が

三
九
七
五
・
三
セ
ン
チ
。
光
政
が
書
写
し
て
い
る
古
筆
切
の
伝
称
筆
者
は
、

《
書
籍448-1

》
菅
原
道
真
か
ら
源
実
朝
ま
で
四
十
五
名
。

《
書
籍448-2

》
後
鳥
羽
院
か
ら
後
水
尾
院
ま
で
二
十
四
名
。

《
書
籍448-3

》
九
条
兼
実
か
ら
津
守
国
冬
ま
で
三
十
七
名
。

《
書
籍448-4

》
近
衛
家
基
か
ら
覚
明
ま
で
八
十
八
名
。

と
な
っ
て
い
て
、
総
計
一
九
四
名
、
断
簡
数
は
約
六
百
七
十
余
葉
と
な
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
貫
之
集
』
の
古
筆
切
、
藤
原
定
家
筆
貫
之
集
切
・

伝
藤
原
行
成
筆
貫
之
集
切
・
伝
寂
然
筆
村
雲
切
は
、《
書
籍448-1

》
に
収

載
さ
れ
て
い
る
。

『
貫
之
集
』
の
伝
本

　

古
筆
切
の
検
討
に
入
る
前
に
、『
貫
之
集
』
の
伝
本
に
つ
い
て
触
れ
て

お
き
た
い
。『
貫
之
集
』
の
伝
本
は
、
現
在
、
第
一
類
・
第
二
類
・
第
三

類
に
大
別
さ
れ
、
祖
本
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
第
一
類
本
は
、『
貫
之
集
』

全
体
の
構
成
に
よ
っ
て
系
統
が
分
か
れ
、
中
で
も
、
近
世
以
降
最
も
流
布

し
た
の
は
、
歌
仙
家
集
本
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
第
一
類

本
の
村
雲
切
、
第
三
類
本
の
伝
藤
原
行
成
筆
貫
之
集
切
、
さ
ら
に
、
藤
原

定
家
筆
貫
之
集
切
で
あ
る
。

第
一
類　
（
１
）
歌
仙
家
集
本
（
正
保
四
年
刊 

九
巻
八
八
九
首
）
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
陽
明
文
庫
本
（
近
・
サ
・
68 

九
巻
八
九
二
首
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
東
海
大
学
桃
園
文
庫
本
（
九
巻
八
九
二
首
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
村
雲
切
（ 

巻
五
の
一
部
と
巻
八
及
び
諸
家
蔵

七
十
七
葉
二
五
〇
首
）

　
　
　
　
　
　
（
２
）
素
寂
本
（
巻
一
～
巻
四
の
五
四
五
首
）
系

　
　
　
　
　
　
（
３
）
西
本
願
寺
本
（
一
〇
巻
七
二
七
首
）
系 

　
　
　
　
　
　
（
４
）
資
経
本
（
巻
六
巻
七
の
三
一
六
首
）
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
承
空
本
（
七
巻
九
二
二
首
）

第
二
類　
　

伝
二
条
為
氏
筆
天
理
図
書
館
蔵
本
（
九
一
首
）

　
　
　
　
　
　
　

伝
二
条
為
氏
筆
大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵
本
（
九
一
首
）
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第
三
類　
　

伝
藤
原
行
成
筆
貫
之
集
切
（
一
六
葉
四
〇
首
）

藤
原
定
家
筆
貫
之
集
切

　

ま
ず
、
藤
原
定
家
筆
貫
之
集
切
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
定
家
筆
切
は
、

定
家
の
真
筆
と
認
め
ら
れ
る
『
貫
之
集
』
の
断
簡
で
あ
る
。

〈
資
料
一
〉
に
掲
げ
た
図
版
が
「
古
筆
臨
模
聚
成
」《
書
籍448-1

》
の

も
の
で
、
伝
称
筆
者
の
項
に
は
「
定
家
／
俊
成
子
」（

２
（

と
あ
る
。
和
歌

一
首
二
行
書
、
一
面
の
行
数
は
六
行
で
、『
貫
之
集
』
巻
三
（
屏
風
歌
）

二
九
九
・
三
〇
〇
・
三
〇
一
に
該
当
す
る（

３
（。

次
に
、〈
資
料
二
〉
に
掲
げ
た

図
版
は
、『
古
筆
学
大
成
』（

４
（所

収
の
定
家
筆
切
。
一
面
の
行
数
は
八
行
で
、

『
貫
之
集
』巻
三（
屏
風
歌
）二
九
九
・
三
〇
〇
・
三
〇
一
・
三
〇
二
に
該
当
し
、

「
古
筆
臨
模
聚
成
」の
書
写
内
容
と
お
お
よ
そ
一
致
し
て
い
る
。二
九
九「
た

ち
ぬ
と
は
」
の
歌
に
は
、
同
じ
く
定
家
の
筆
で
「
在
て
る
月
ヲ
み
さ
ら
ま

し
か
は
歌
上
」
と
書
き
入
れ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
定
家
筆
切
は
現
在
、『
古

筆
学
大
成
』（

５
（に

五
葉
、『
手
鑑
野
辺
の
み
ど
り
』

（
６
（

に
一
葉
、
合
計
六
葉
が

確
認
出
来
て
い
る（

７
（。

も
と
の
形
は
冊
子
本
と
知
ら
れ
、
和
歌
一
首
二
行
書

で
一
面
の
行
数
は
八
行
～
十
二
行
。

〈
資
料
一
〉「
古
筆
臨
模
聚
成
」
と
〈
資
料
二
〉『
古
筆
学
大
成
』
の
図

版
を
比
較
検
討
す
る
。〈
資
料
一
〉
を
み
る
と
、〈
資
料
二
〉
の
一
行
目
「
た

ち
ぬ
と
は
」
の
歌
の
定
家
に
よ
る
書
き
入
れ
「
在
て
る
月
ヲ
み
さ
ら
ま
し

か
は
歌
上
」
を
省
略
し
て
書
写
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、〈
資

料
二
〉七
行
目「
河
辺
な
る
」の
歌
一
首
二
行
分
も
省
略
。「
古
筆
臨
模
聚
成
」

は
、
原
本
の
書
き
入
れ
や
歌
を
省
略
し
て
書
写
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ

う
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
筆
跡
・
字
母
の
面
に
お
い
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。

「
ま
ち
と
を
に
こ
そ
」

　
「
古
筆
臨
模
聚
成
」

　
『
古
筆
学
大
成
』

「
ま
」
の
字
母
、「
ち
」
か
ら
「
と
」
に
か
け
て
の
連
綿
、「
に
こ
そ
」
の

筆
の
運
び
が
似
て
い
る
。
文
字
の
趣
は
、
両
者
比
較
的
近
い
も
の
が
あ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
ふ
た
つ
こ
ぬ
」

　
「
古
筆
臨
模
聚
成
」

　
『
古
筆
学
大
成
』

「
ふ
」
の
字
母
、「
ふ
」
か
ら
「
た
」
に
か
け
て
の
連
綿
、
さ
ら
に
、
扁
平
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で
横
長
の
「
つ
」
が
特
徴
で
よ
く
似
て
い
る
。
断
簡
を
全
体
的
に
み
て
み

る
と
、「
古
筆
臨
模
聚
成
」
に
は
、
定
家
の
筆
に
特
徴
的
な
線
の
肥
痩
が
、

や
や
感
じ
ら
れ
な
い
面
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
跡
・
字
母
の
面

に
お
い
て
は
、
原
本
に
似
せ
て
書
写
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〈
資
料
一
〉「
古
筆
臨
模
聚
成
」《
書
籍448-1

》
定
家

〈
資
料
二
〉
藤
原
定
家
筆
貫
之
集
切
（『
古
筆
学
大
成
』
18
巻
）

〈
資
料
一
〉
の
《
翻
刻
》

た
ち
ぬ
と
は
ゝ
る
は
き
け
と
も
山
さ
と
は

ま
ち
と
を
に
こ
そ
は
な
は
さ
き
け
れ

ふ
た
つ
こ
ぬ
は
る
と
お
も
へ
と
か
け
見
れ
は

み
な
そ
こ
に
さ
へ
花
そ
ち
り
け
る

う
く
ひ
す
の
き
ゐ
つ
ゝ
な
け
は
ゝ
る
さ
め
に

こ
の
め
さ
へ
こ
そ
ぬ
れ
て
見
え
け
れ



39

伝
藤
原
行
成
筆
貫
之
集
切

次
に
、
伝
藤
原
行
成
筆
貫
之
集
切
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
伝
行
成
筆
切

は
、
伝
称
筆
者
を
藤
原
行
成
と
す
る
『
貫
之
集
』
の
断
簡
で
あ
る
。

〈
資
料
三
〉
に
掲
げ
た
図
版
が
「
古
筆
臨
模
聚
成
」《
書
籍448-1

》
の

も
の
で
、
伝
称
筆
者
の
項
に
は
「
行
成
／
一
條
比
／
世
尊
寺
／
相
國
伊
尹

公
／
孫
父
義
孝
」
と
あ
る
。
和
歌
一
首
二
行
書
、一
面
の
行
数
は
八
行
で
、

『
貫
之
集
』
巻
八
（
哀
傷
）
七
六
七
に
該
当
す
る
。
次
に
〈
資
料
四
〉
に

掲
げ
た
図
版
が
『
古
筆
学
大
成
』

（
８
（

所
収
の
伝
行
成
筆
切
。
一
面
の
行
数

は
十
行
で
『
貫
之
集
』
巻
八
（
哀
傷
）
七
六
七
に
該
当
、「
古
筆
臨
模
聚
成
」

の
書
写
内
容
と
一
致
す
る
。
伝
行
成
筆
切
は
、
現
在
『
古
筆
学
大
成
』（

９
（に

一
六
葉
四
〇
首
の
存
在
が
確
認
出
来
て
い
る
。
も
と
の
形
は
四
半
の
冊
子

本
と
知
ら
れ
、
主
と
し
て
和
歌
一
首
二
行
書
で
あ
る
が
、
度
々
散
ら
し
書

き
も
見
ら
れ
る
。
一
面
の
行
数
は
十
行
の
も
の
が
多
い
が
、
散
ら
し
書
き

に
よ
り
行
数
は
一
定
し
て
い
な
い
。

　

で
は
、伝
行
成
筆
切
に
つ
い
て
も
〈
資
料
三
〉「
古
筆
臨
模
聚
成
」
と
〈
資

料
四
〉『
古
筆
学
大
成
』
の
図
版
を
比
較
検
討
す
る
。〈
資
料
四
〉
を
み
る

と
、詞
書
を
八
行
で
書
写
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
〈
資
料
三
〉
で
は
、

詞
書
を
六
行
で
書
写
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
詞
書
が
八
行
か
ら
六
行

に
な
っ
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
書
写
内
容
が
省
略
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
さ
ら
に
み
て
い
く
と
、「
古
筆
臨
模
聚
成
」
は
原
本
の
書
き
入

れ
を
本
文
化
し
て
書
写
す
る
傾
向
に
も
あ
る
よ
う
だ
。〈
資
料
四
〉
一
行

目
は
「
う
せ
た
ま
へ
る

のゝ

ち
」
と
な
っ
て
い
る
が
、〈
資
料
三
〉
を
み
る

と
、
一
行
目
「
う
せ
た
ま
へ
る
の
ち
」
と
な
っ
て
い
て
、
伝
行
成
筆
切
の

書
き
入
れ
を
本
文
化
し
て
書
写
し
て
い
る
。
同
じ
く
〈
資
料
四
〉
二
行
目

は
「
あか

の
と
の
に
ま
い
ら
て
」
と
な
っ
て
い
る
が
、〈
資
料
三
〉
を
み
る
と
、

二
行
目
「
か
の
と
の
に
ま
い
ら
て
」
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
、〈
資
料
四
〉

五
行
目
か
ら
六
行
目
「
あ
き
の
□
な
り
」
に
つ
い
て
。
こ
こ
は
、
従
来
の

伝
行
成
筆
切
で
は
判
読
不
能
で
あ
っ
た
箇
所
で
あ
る
が
、〈
資
料
三
〉
四

行
目
「
あ
き
の
事
な
り
」（

（1
（

と
判
読
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
〈
資
料
四
〉
十

行
目
「
ふ
る
こ
ゝ
ち
□
□
」
に
つ
い
て
。〈
資
料
三
〉
八
行
目
で
は
「
ふ

る
こ
こ
ち
す
れ
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
係
り
結
び
の
法
則
が
要
求

さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
ゆ
え
、
他
本
に
よ
る
援
用
が
必
要
と
な
ろ
う
。
歌
仙

家
集
本
（
巻
八
・
哀
傷
・
七
六
七
）
で
は（

（（
（

京
極
中
納
言
う
せ
給
ひ
て
後
、
あ
は
た
に
す
む
所
あ
り
け
る
、

そ
こ
に
ゆ
き
て
松
と
竹
と
あ
る
を
み
て

松
も
み
な
竹
も
わ
か
れ
を
思
へ
は
や
涙
の
し
く
れ
ふ
る
心
ち
す
る

と
な
っ
て
い
る
。
係
り
結
び
の
法
則
に
し
た
が
っ
て
、
結
び
は
「
ふ
る
心

ち
す
る
」
と
連
体
形
に
な
っ
て
い
る
。
次
い
で
、
字
母
・
筆
跡
の
面
に
お
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い
て
も
確
認
す
る
。

「
あ
る
か
む
た
ち
め
の
」

　
「
古
筆
臨
模
聚
成
」

　
『
古
筆
学
大
成
』

丸
み
を
帯
び
た
小
ぶ
り
の「
る
」、や
や
右
上
が
り
の「
む
」、「
た
」か
ら「
ち
」

「
め
」「
の
」
に
か
け
て
の
連
綿
が
よ
く
似
て
い
る
。
詞
書
に
つ
い
て
、「
古

筆
臨
模
聚
成
」
は
原
本
の
八
行
分
を
六
行
で
書
写
し
て
い
る
ゆ
え
、
文
字

と
文
字
の
間
隔
が
い
さ
さ
か
狭
く
な
っ
て
い
る
。

「
お
も
へ
は
や
」

　
「
古
筆
臨
模
聚
成
」

　
『
古
筆
学
大
成
』

「
も
」
の
字
母
、
や
や
右
下
が
り
の
「
へ
」
か
ら
「
は
」「
や
」
に
か
け
て

の
連
綿
が
似
て
い
る
。
前
述
の
定
家
筆
切
と
同
様
に
、
字
母
・
筆
跡
の
面

に
お
い
て
は
、
原
本
に
似
せ
て
書
写
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

〈
資
料
三
〉「
古
筆
臨
模
聚
成
」《
書
籍448-1

》
行
成

〈
資
料
四
〉
伝
藤
原
行
成
筆
貫
之
集
切
（『
古
筆
学
大
成
』
17
巻
）
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〈
資
料
三
〉
の
《
翻
刻
》

あ
る
か
む
た
ち
め
の
う
せ
た
ま
へ
る
の
ち
ひ
さ
し
く

か
の
と
の
に
ま
い
ら
て
ま
い
れ
る
に
こ
と
ゝ
も
さ
ひ
し

く
あ
は
れ
に
な
り
た
る
に
せ
さ
い
の
く
さ
き
は
か
り
そ

か
は
ら
す
お
も
し
ろ
か
り
け
る
あ
き
の
事
な
り

か
せ
さ
む
く
ふ
き
て
た
け
ま
つ
な
と
の
お
も

し
ろ
け
れ
は
よ
み
て
う
へ
に
た
て
ま
つ
り
い
る
ゝ

ま
つ
も
み
な
た
け
も
わ
か
れ
を
お
も
へ
は
や

な
み
た
の
し
く
れ
ふ
る
こ
ゝ
ち
す
れ

伝
寂
然
筆
村
雲
切

　

こ
れ
ま
で
、「
古
筆
臨
模
聚
成
」
に
収
載
の
『
貫
之
集
』
の
古
筆
切
、

藤
原
定
家
筆
貫
之
集
切
、
伝
藤
原
行
成
筆
貫
之
集
切
を
、
各
々
原
本
の
断

簡
と
比
較
検
討
し
て
き
た
。
最
後
に
、
伝
寂
然
筆
村
雲
切
に
つ
い
て
み
て

い
く
。
村
雲
切
は
、
伝
称
筆
者
を
寂
然
法
師
と
す
る
『
貫
之
集
』
の
断
簡

お
よ
び
零
本
で
あ
る
。
も
と
の
形
は
冊
子
本
と
知
ら
れ
る
。
和
歌
一
首
二

行
書
、
一
面
の
行
数
は
七
行
か
ら
十
行
程
度
。
本
文
の
至
る
所
に
、
定
家

の
書
き
入
れ
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
現
在
、
巻
五
の
一
部
と

巻
八（

（1
（

及
び
諸
家
蔵
七
十
七
葉
二
五
〇
首
が
確
認
出
来
て
い
る
。『
新
撰
古

筆
名
葉
集
』（

（1
（

の
「
大
原
寂
然
」
の
項
に
は
、「
村
雲
切　

小
四
半
砂
子
帋

哥
仙
家
集
哥
二
行
書
定
家
卿
ノ
加
筆
ア
リ
」
と
あ
り
、
古
来
よ
り
名
物
切

と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。

　

前
述
し
た
二
種
の
古
筆
切
と
は
異
な
り
、
村
雲
切
の
場
合
は
、「
古
筆

臨
模
聚
成
」
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
新
出
資

料
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
重
要
と
な
ろ
う
。〈
資
料
五
〉
に
掲
げ
た
図

版
が
「
古
筆
臨
模
聚
成
」《
書
籍448-1

》
の
も
の
で
、
伝
称
筆
者
の
項
に

は
「
寂
然
／
藤
原
頼
業
／
入
道
」
と
あ
る
。
和
歌
一
首
二
行
書
、
一
面
の

行
数
は
五
行
。『
貫
之
集
』
巻
三
（
屏
風
歌
）
二
九
七
・
二
九
八
に
該
当
す

る
。
で
は
、「
古
筆
臨
模
聚
成
」
に
書
写
さ
れ
た
『
貫
之
集
』
の
断
簡
が
、

村
雲
切
の
ツ
レ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
。

歌
序
の
異
同
か
ら
み
て
い
く（

（1
（

。

297
・
298 

↓ 

歌
・
陽
・
桃

298
・
356
・
357
・
ナ
シ
・
ナ
シ
・
358
・
ナ
シ
・
296
・
297 

↓ 

西

297
・
359
・
361
・
298 

↓ 

承

297
・
298
は
ナ
シ 

↓

素
・
資

「
古
筆
臨
模
聚
成
」
の
歌
序
は
297
・
298
と
な
っ
て
い
て
、
歌
仙
家
集
本
・

陽
明
文
庫
本
・
桃
園
文
庫
本
の
並
び
に
等
し
い
。
西
本
願
寺
本
は
、
298
・

356
・
357
の
後
に
独
自
歌
二
首
、
さ
ら
に
358
・
独
自
歌
・
296
・
297
の
並
び
に

な
っ
て
い
て
、
歌
仙
家
集
本
・
陽
明
文
庫
本
・
桃
園
文
庫
本
と
対
立
す
る
。
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承
空
本
は
297
と
298
の
間
に
359
・
361
の
二
首
が
入
る
。
素
寂
本
・
資
経
本
は

297
・
298
の
二
首
を
有
し
て
い
な
い
。
こ
こ
は
、
同
系
統
で
あ
る
歌
仙
家
集

本
・
陽
明
文
庫
本
・
桃
園
文
庫
本
に
対
し
て
、系
統
の
異
な
る
西
本
願
寺
本
・

承
空
本
が
、歌
序
の
乱
れ
を
有
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。「
古
筆
臨
模
聚
成
」

の
歌
序
は
、
歌
仙
家
集
本
系
統
と
一
致
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
本
文
異
同
に
つ
い
て（

（1
（

（
本
文
は
「
古
筆
臨
模
聚
成
」）。

一
行
目
「
か
ひ
も
な
け
れ
と
」
西
・
承

　
　

↓

「
ひ
も
な
け
れ
と
も
」
歌
・
陽　
「
日
も
永
け
れ
と
も
」
桃

二
行
目
「
な
か
め
つ
る
か
れな

か
」

　
　

↓

「
な
か
め
つ
る
か
な
」
歌
・
陽
・
桃
・
承

　
　

↓

「
な
か
め
鶴
か
な
」
西

四
行
目
「
を
さ
ゝ
は
ら
」
承

　
　

↓

「
を
か
さ
は
ら
」
歌
・
陽
・
桃
・
西

五
行
目
「
こ
ま
に
そ
あ
り
け
る
」
歌
・
陽
・
桃

　
　

↓

「
こ
ま
に
や
あ
る
ら
ん
」
西
・
承

一
行
目
「
か
ひ
も
な
け
れ
と
」
は
、
西
本
願
寺
本
・
承
空
本
と
一
致
し
、

歌
仙
家
集
本
・
陽
明
文
庫
本
・
桃
園
文
庫
本
と
対
立
す
る
。
二
行
目
「
な

か
め
つ
る
か
れな

か
」
は
、
一
致
す
る
諸
本
は
見
出
せ
ず
。
四
行
目
「
を
さ
ゝ

は
ら
」
は
、
承
空
本
と
一
致
し
、
歌
仙
家
集
本
・
陽
明
文
庫
本
・
桃
園
文

庫
本
・
西
本
願
寺
本
と
対
立
。
五
行
目
「
こ
ま
に
そ
あ
り
け
る
」
は
、
歌

仙
家
集
本
・
陽
明
文
庫
本
・
桃
園
文
庫
本
と
一
致
し
、
西
本
願
寺
本
・
承

空
本
と
対
立
す
る
。
本
文
異
同
を
み
る
と
「
古
筆
臨
模
聚
成
」
の
本
文
は
、

『
貫
之
集
』
現
存
諸
本
中
、
い
ず
れ
の
系
統
に
も
属
し
て
い
な
い
と
言
え

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

異
同
を
検
証
し
た
結
果
、「
古
筆
臨
模
聚
成
」
収
載
の
『
貫
之
集
』
巻

三
（
屏
風
歌
）
二
九
七
・
二
九
八
は
、
歌
序
に
お
い
て
は
歌
仙
家
集
本
系

統
、
本
文
に
お
い
て
は
『
貫
之
集
』
現
存
諸
本
中
、
い
ず
れ
の
系
統
に
も

属
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
現
存
『
貫
之
集
』
諸
本
に
お
け
る
村
雲

切（
定
家
の
校
訂
が
入
る
前
）は
、拙
稿（

（1
（

で
次
の
ご
と
く
位
置
づ
け
た
。「
校

訂
前
の
本
来
の
村
雲
切
は
、歌
序
に
お
い
て
は
歌
仙
家
集
本
系
に
近
い
が
、

本
文
を
子
細
に
見
る
と
、
歌
仙
家
集
本
系
は
勿
論
、『
貫
之
集
』
現
存
諸

本
中
、
い
ず
れ
の
系
統
に
も
属
し
て
お
ら
ず
、
新
た
な
一
系
統
と
し
て
位

置
付
け
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。」
従
っ
て
、「
古
筆
臨
模
聚
成
」
の
断
簡
は
、

伝
称
筆
者
が
寂
然
、
書
写
内
容
は
『
貫
之
集
』、
さ
ら
に
歌
序
の
異
同
・

本
文
異
同
を
検
証
し
た
結
果
、
村
雲
切
の
ツ
レ
で
あ
る
と
判
断
し
て
よ
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、「
古
筆
臨
模
聚
成
」
の
断
簡
が
村
雲
切
の
ツ
レ
で
あ
る
と
判

断
す
る
に
あ
た
り
、
本
文
異
同
に
は
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
定
家
筆
切

と
同
様
、
村
雲
切
に
お
い
て
も
書
き
入
れ
や
歌
を
省
略
し
て
書
写
す
る
傾

向
が
あ
る
と
し
た
ら
、
本
文
異
同
に
つ
い
て
は
、
な
お
の
こ
と
慎
重
に
な
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ら
ね
ば
な
る
ま
い
。
村
雲
切
は
、
定
家
に
よ
る
加
筆
訂
正
、
書
き
入
れ
の

筆
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
仮
に
、
光
政
が
目
に
し
た
村
雲
切

の
原
本
に
、
定
家
の
書
き
入
れ
が
施
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
前
述
し
た

古
筆
切
二
種
の
よ
う
に
、
書
き
入
れ
を
省
略
、
本
文
化
し
て
書
写
し
て
い

る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
本
文
に
つ
い
て
は
注
意
を

要
す
る
点
も
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
伝
称
筆
者

が
寂
然
、
書
写
内
容
は
『
貫
之
集
』、
さ
ら
に
歌
序
・
本
文
異
同
の
面
か

ら
み
て
、「
古
筆
臨
模
聚
成
」
の
断
簡
は
、
村
雲
切
の
新
た
な
ツ
レ
で
あ

る
と
判
断
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
現
在
は
散
逸
し
て

い
る
が
、「
古
筆
臨
模
聚
成
」
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
の
存
在
を
確
認
す
る

こ
と
が
出
来
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

〈
資
料
五
〉「
古
筆
臨
模
聚
成
」《
書
籍448-1

》
寂
然

〈
資
料
五
〉
の
《
翻
刻
》

お
ほ
そ
ら
は
か
ひ
も
な
け
れ
と
た
な
は
た
を

お
も
ひ
や
り
て
も
な
か
め
つ
る
か
れな

か

　
　
　
　

こ
ま
ひ
き

み
や
こ
ま
て
な
つ
け
て
ひ
く
は
を
さ
ゝ
は

ら
へ
み
の
み
ま
き
の
こ
ま
に
そ
あ
り
け
る

お
わ
り
に

　
「
古
筆
臨
模
聚
成
」収
載
の『
貫
之
集
』古
筆
切
、藤
原
定
家
筆
貫
之
集
切
・

伝
藤
原
行
成
筆
貫
之
集
切
・
伝
寂
然
筆
村
雲
切
に
つ
い
て
み
て
き
た
。

ま
ず
、
定
家
筆
切
・
伝
行
成
筆
切
は
、
原
本
と
比
較
検
討
し
た
。
定
家

筆
切
は
、
原
本
に
対
し
て
書
き
入
れ
や
歌
を
省
略
し
て
書
写
、
伝
行
成
筆

切
は
、
書
き
入
れ
を
本
文
化
し
て
書
写
す
る
と
い
う
傾
向
が
、
各
々
み
ら

れ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
古
筆
臨
模
聚
成
」
は
、
書
写
が
忠
実
で
は
な
い
部

分
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
伝
行
成
筆
切
に
お
い

て
は
、
従
来
、
原
本
で
は
判
読
不
能
で
あ
っ
た
箇
所
が
、
判
読
可
能
と
な

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
字
母
・
筆
跡
の
面
に
関
し
て
は
、
異
筆
な

が
ら
も
似
せ
て
書
写
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
透
写
で
は
な
く
臨
写
で
あ
る

と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
光
政
の
書
写
に
お
け
る
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
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え
る
。

村
雲
切
に
つ
い
て
は
、「
古
筆
臨
模
聚
成
」
に
書
写
さ
れ
た
断
簡
が
、

そ
の
ツ
レ
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
、
歌
序
の
異
同
・
本
文
異
同
を
確
認
し

な
が
ら
検
証
し
た
。
定
家
筆
切
・
伝
行
成
筆
切
で
み
た
よ
う
に
、
原
本
を

忠
実
に
書
写
し
て
い
な
い
可
能
性
は
完
全
に
否
定
で
き
な
い
ゆ
え
、
本
文

異
同
に
は
注
意
を
要
す
る
点
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
伝
称
筆
者
が
寂

然
、
書
写
内
容
は
『
貫
之
集
』、
歌
序
・
本
文
の
異
同
の
面
か
ら
み
て
、

ツ
レ
と
判
断
し
て
よ
い
と
考
え
る
。「
古
筆
臨
模
聚
成
」
の
断
簡
は
、
村

雲
切
の
新
た
な
ツ
レ
（
新
出
断
簡
）
と
し
て
、
本
文
に
慎
重
を
期
す
る
点

も
含
め
、
今
後
の
『
貫
之
集
』
研
究
・
村
雲
切
研
究
に
お
い
て
、
貴
重
な

存
在
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
資
料
的
価
値
は
極
め
て
高
い
と
言
え
よ

う
。

〔
注
〕

（
1
）　

四
辻
秀
紀
氏
「
伝
藤
原
公
任
筆
「
大
色
紙
」
の
構
成
に
つ
い
て
❘

池
田
光
政
筆
「
古
筆
臨
模
聚
成
」
の
紹
介
を
か
ね
て
❘
」（『
金
鯱
叢
書
』

第
二
十
八
輯
・
平
成
十
三
年
十
二
月
）。
な
お
、「
古
筆
臨
模
聚
成
」
の

名
称
は
四
辻
氏
に
拠
る
も
の
。

（
2
）　
「
古
筆
臨
模
聚
成
」は
、伝
称
筆
者
ご
と
に
断
簡
を
書
写
し
て
い
る
。

伝
称
筆
者
が
同
一
の
場
合
、
天
の
余
白
部
分
に
は
「
同
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

（
3
）　

歌
番
号
は
、『
新
編
私
家
集
大
成
Ｃ
Ｄ
❘
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
』（
エ
ム
ワ
イ

企
画　

平
成
二
十
年
）
に
よ
る
。
以
下
、『
貫
之
集
』
の
歌
番
号
は
同
様
。

（
4
）　

小
松
茂
美
氏
『
古
筆
学
大
成
』
第
18
巻
（
講
談
社 

平
成
三
年
）。

（
5
）　

注
（
4
）
に
同
じ
。

（
6
）　
『
手
鑑
野
辺
の
み
ど
り
』（
淡
交
社 

昭
和
四
十
七
年
）。

（
7
）　

久
保
木
秀
夫
氏
「『
貫
之
集
』
伝
寂
然
筆
村
雲
切
と
藤
原
定
家
筆

断
簡
」（『
か
が
み
』
第
四
十
五
号 

大
東
急
記
念
文
庫 

平
成
二
十
七
年
）

の
御
論
考
に
、
新
た
に
新
出
断
簡
一
葉
の
紹
介
が
あ
る
。

（
8
）　

小
松
茂
美
氏
『
古
筆
学
大
成
』
第
17
巻
（
講
談
社 

平
成
三
年
）。

（
9
）　

注
（
8
）
に
同
じ
。

（
10
）　
「
あ
き
の
事
な
り
」
の
「
事
」
は
、
第
二
類
の
伝
二
条
為
氏
筆
本
、

『
平
安
諸
家
集
』（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
4 

八
木
書
店 

昭
和
四
十
七

年
）
で
も
補
う
こ
と
が
出
来
る
。

（
11
）　

歌
仙
家
集
本
の
本
文
は
、『
新
編
私
家
集
大
成
Ｃ
Ｄ
❘
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
』

（
エ
ム
ワ
イ
企
画　

平
成
二
十
年
）
に
よ
る
。

（
12
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
十
四
巻
『
平
安
私
家
集
一
』（
朝
日
新
聞

社　

平
成
五
年
）。

（
13
）　

小
松
茂
美
編『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』（
笠
間
書
院 

昭
和
四
十
六
年
）。

（
14
）　

諸
本
略
号
は
、
歌
仙
家
集
本

↓

「
歌
」、
陽
明
文
庫
本

↓

「
陽
」、
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桃
園
文
庫
本

↓

「
桃
」、
素
寂
本

↓

「
素
」、
西
本
願
寺
本

↓

「
西
」、

資
経
本

↓

「
資
」、
承
空
本

↓

「
承
」
と
す
る
。

（
15
）　

使
用
テ
キ
ス
ト
は
、
歌
仙
家
集
本

↓

注
（
11
）
に
同
じ
、
陽
明
文

庫
本

↓

田
中
登
氏
『
校
訂 

貫
之
集
』（
和
泉
書
院 

昭
和
六
十
二
年
）、

桃
園
文
庫
本

↓

東
海
大
学
桃
園
文
庫
影
印
叢
書
『
貫
之
集
・
伊
勢
大

輔
集
・
周
防
内
侍
家
集
・
前
斎
院
御
百
首
』（
東
海
大
学
出
版
会 

平
成

二
年
）、
西
本
願
寺
本

↓

久
曾
神
昇
氏
『
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
精

成
』（
風
間
書
房 

昭
和
四
十
一
年
）、
承
空
本

↓

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書

第
六
十
九
巻
『
承
空
本
私
家
集 

上
』（
朝
日
新
聞
社 

平
成
十
四
年
）。

（
16
）　

拙
稿
「
村
雲
切
に
み
る
『
貫
之
集
』
の
本
文
❘
定
家
校
訂
以
前

に
つ
い
て
❘
」（
平
成
二
十
六
年 

関
西
大
学
『
国
文
学
』
第
九
十
八
号 

関
西
大
学
国
文
学
会
）。

（
17
）　
〈
資
料
五
〉
二
行
目
「
な
か
め
つ
る
か
れな

か
」
の
書
き
入
れ
「
な
か
」

に
つ
い
て
。
村
雲
切（
原
本
）の
書
き
入
れ
は
、定
家
の
筆
の
み
な
ら
ず
、

少
な
く
と
も
二
筆
に
わ
た
る
。
光
政
が
目
に
し
た
村
雲
切
で
は
、
書
き

入
れ
「
な
か
」
が
定
家
の
筆
に
な
る
か
否
か
、
判
断
し
か
ね
る
。
今
後

の
検
討
に
委
ね
た
い
。

〈
付
記
〉

本
論
文
は
、
関
西
大
学
の
研
究
支
援
経
費
に
よ
る
共
同
研
究
「
林
原
美

術
館
所
蔵
資
料
の
総
合
的
調
査
―
岡
山
池
田
藩
藩
主
の
文
事
と
岡
山
の
文

化
を
探
る
―
」
の
成
果
で
あ
る
。
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
お
よ
び
撮
影
を
お

許
し
い
た
だ
い
た
林
原
美
術
館
の
御
厚
情
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

 

（
き
た
い　

ゆ
み
こ
／
本
学
非
常
勤
講
師
）


